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四
月
八
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
す
る
温
泉
施
設
ゆ
〜
む
な

ど
の
新
聞
・
テ
レ
ビ
宣
伝
費
に
は

百
二
十
万
円
を
盛
り
ま
し
た
。
ゆ

〜
む
の
運
営
は
管
理
公
社
に
六
千

二
十
万
円
で
委
託
し
ま
す
。
ま
た
、

さ
い
た
ま
市
な
ど
と
の
交
流
を
促

進
す
る
た
め
百
五
十
万
円
を
計
上
。�

物
産
販
売
イ
ベ
ン
ト
な
ど
積
極
的

に
参
加
し
ま
す
。
い
で
湯
の
関
川

ふ
る
里
会
の
交
流
会
開
催
費
は
百

五
十
万
円
と
し
ま
し
た
。�

　
そ
の
ほ
か
、
観
光
施
設
の
管
理

運
営
費
と
し
て
七
千
百
万
円
を
計

上
。
観
光
協
会
補
助
金
は
千
二
百

六
十
万
円
と
し
ま
し
た
。�

　
転
作
推
進
費
補
助
金
に
は
千
二

百
五
十
万
円
を
計
上
。
国
の
政
策

に
注
視
し
な
が
ら
対
応
し
ま
す
。

猿
な
ど
の
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
に

は
二
百
八
十
万
円
を
計
上
。
国
土

調
査
事
業
費
は
三
千
二
百
万
円
と

し
、
中
束
地
区
に
着
手
し
ま
す
。�

　
農
地
関
係
に
は
二
千
九
百
三
十

万
円
を
計
上
。
村
土
地
改
良
区
事

業
補
助
金
や
、
県
営
ほ
場
整
備
負

担
金
な
ど
に
対
応
し
ま
す
。�

　
各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
補
助
金

に
百
二
十
万
円
、
敬
老
会
開
催
補

助
金
に
二
百
五
十
万
円
（
対
象
者

一
人
当
た
り
千
五
百
円
）
を
そ
れ

ぞ
れ
計
上
。
ゆ
う
あ
い
（
短
期
入

所
施
設
）
は
千
三
百
四
十
万
円
、

む
つ
み
荘
は
四
百
四
十
万
円
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
管
理
・
運
営
を

社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託
。
同
協

議
会
へ
の
補
助
金
は
二
千
四
百
四

十
万
円
と
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・

垂
水
の
里
な
ど
を
運
営
す
る
村
上

岩
船
福
祉
会
へ
の
負
担
金
を
六
百

三
十
万
円
計
上
。
や
ま
ゆ
り
荘
等

へ
の
措
置
費
を
二
千
四
百
八
十
万

円
、
心
身
障
害
者
施
設
等
へ
の
委

託
料
・
負
担
金
を
二
千
八
百
二
十

万
円
、
そ
れ
ぞ
れ
見
込
み
ま
し
た
。�

�

　
村
民
会
館
・
図
書
室
の
前
庭
の

一
部
を
駐
車
場
と
し
て
整
備
。
二

十
台
ほ
ど
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
増

設
し
ま
す
。
ま
た
、
前
庭
西
側
の

道
路
幅
を
六
ｍ
に
拡
幅
。
村
民
会

館
前
で
の
大
型
バ
ス
の
回
転
を
可

能
に
し
ま
す
。�

　
小
・
中
学
校
の
通
学
費
に
は
、

定
期
券
代
千
三
百
八
十
万
円
、
臨

時
バ
ス
借
上
料
百
十
万
円
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
運
行
費
千
六
百
六
十
万

円
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
。
教
員
助
手

の
配
置
費
に
は
千
五
百
八
十
万
円

を
計
上
し
、
小
・
中
学
校
合
わ
せ

て
十
名
を
確
保
。
き
め
細
か
な
教

育
環
境
に
力
を
入
れ
ま
す
。�

　
大
規
模
改
修
が
続
く
重
文
・
渡

邉
邸
へ
の
補
助
金
は
千
二
百
五
十

万
円
。
そ
の
ほ
か
、
旧
土
沢
小
学

校
庭
園
な
ど
の
文
化
財
保
護
費
は

九
十
五
万
円
、
歴
史
と
み
ち
の
館

の
運
営
費
は
八
百
五
十
万
円
と
し

ま
し
た
。�

　
昨
年
に
引
き
続
き
キ
ラ
リ
と
光

る
地
域
活
性
化
補
助
金
に
七
百
万

円
を
確
保
。
地
域
が
元
気
に
な
る

起
業
や
事
業
な
ど
を
応
援
し
ま
す
。

昨
年
度
は
十
四
件
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。�

　
九
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
補

助
金
に
二
百
六
十
万
円
、
集
落
セ

ン
タ
ー
改
修
助
成
費
に
七
十
万
円

を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
。
大
し
た
も
ん

蛇
ま
つ
り
会
計
へ
の
補
助
金
は
三

百
六
十
万
円
と
し
ま
し
た
。�

　
防
災
広
報
無
線
整
備
費
に
は
八

千
八
百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

各
家
庭
の
戸
別
受
信
機
取
替
え
は

順
次
行
っ
て
お
り
、
七
月
の
完
成

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
総
事
業
費

二
億
九
千
万
円
の
う
ち
、
有
利
な

起
債
（
借
金
）
を
活
用
し
て
、
村

の
実
際
の
負
担
は
七
千
四
百
八
十

万
円
と
し
ま
す
。�

　
路
線
バ
ス
の
運
行
補
助
金
に
二

千
万
円
を
計
上
。
高
校
生
部
活
動

支
援
バ
ス
は
、
小
・
中
学
校
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
活
用
し
、
乗
車
無

料
を
継
続
し
ま
す
。
越
後
下
関
駅

の
業
務
委
託
料
に
は
五
百
八
十
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。�
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保険税（料）�
　大幅引き上げも!?

厳しい国保・介護会計�

国民健康保険会計�
　　一層の健康づくりを�

　給付費の伸びと保険税の落ち込みなどによっ

て収入不足が続いています。前年度の決算の状

況によっては、１億5,000万円ある基金（貯金）

残高が、今年度末には800万円を割り込むこと

に――。基金が底をつけば、昨年度に続いて保

険税率等を引き上げなければならない状況とな

ります。�

　昨年度は、医療分の税率（所得割を0.2％、被

保険者均等割1人につき2,000円／年）と賦課限

度額を３万円引き上げるなどの改正をしたばか

りです。�

　給付費が伸びている理由は、入院医療費や高

度（先進）医療費の増加など。所得の落ち込み

による保険税の減少などによって、国保財政を

圧迫しています。少ない被保険者数の国保運営

には限界があり、国では県単位での運営も検討

していますが、具体的な道筋は不透明のまま。

当面は、市町村単位での運営を続ける必要があ

り、一人ひとりに健康づくりをお願いするしか

ありません。�

　介護認定者は年々増え続け、重度者の割合も

増加しています。重度になるほど介護給付費は

割高となっていて、今年度の介護給付費は８億

3,400万円の見込み。村の負担分も前年度より

1,500万円多い１億400万円となります。�

　保険料でまかなう分も年々増加。しかし、65

歳以上が負担する保険料は、３年に一度の見直

しのため、財源不足となっているのが現状。平

成21年度末に3,000万円あった基金（貯金）も

底をつくため、今年度は県から財政安定化基金

2,700万円を借り入れての予算編成となってい

ます。�

　次回の保険料改定は平成24年４月。このまま

の状況が続けば、65歳以上の基準保険料は、月

額5,000円～6,000円（現在は4,200円）に大幅な

引き上げも――。�

　国では国県の負担増額も必要だとしています

が、その財源の元は皆さんに納めていただく税

金です。支え合いの保険制度を維持するには、

重度になる前の対応、そして健康づくりにほか

なりません。�

！�

介護保険会計�
財源不足は県からの借金で�！�

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
（
改
修
）
の

補
助
金
を
創
設
。
二
十
万
円
以
上

の
改
修
工
事
費
に
対
し
一
〇
％
を

補
助
（
上
限
十
万
円
）
す
る
も
の

で
、
村
内
事
業
者
へ
の
発
注
が
条

件
で
す
。
生
活
環
境
の
向
上
と
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め

五
百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。�

＊
詳
し
く
は
二
十
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。�

　
現
在
入
居
者
を
募
集
し
て
い
る

若
者
向
け
住
宅
（
メ
ゾ
ン
下
関
）

は
、
民
設
公
営
。
建
設
し
た
民
間

事
業
者
に
対
し
村
が
リ
ー
ス
料
を

支
払
っ
て
、
村
が
村
民
に
貸
し
出

し
て
い
ま
す
。
そ
の
リ
ー
ス
料
に

三
千
三
百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

そ
の
財
源
は
住
宅
使
用
料
で
す
が
、

不
足
す
る
分
は
国
の
補
助
金
と
有

利
な
起
債
（
借
金
）
で
対
応
。
若

者
の
定
住
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、

住
宅
周
辺
の
道
路
・
消
雪
パ
イ
プ

整
備
に
六
百
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。�

　
な
お
、
宅
地
等
造
成
特
別
会
計

で
管
理
し
て
い
る
宅
地
分
譲
地
は
、

残
り
一
区
画
（
百
二
十
七
坪
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。�

　
村
上
市
に
委
託
す
る
広
域
事
業

費
総
額
は
一
億
七
千
二
百
四
十
万

円
。
内
訳
は
、
消
防
経
費
一
億
四

千
二
百
六
十
万
円
、
ご
み
処
理
経

費
二
千
百
二
十
万
円
、
斎
場
運
営

費
百
三
十
万
円
な
ど
。
パ
ス
ポ
ー

ト
の
発
券
経
費
は
十
六
万
円
で
す
。

ま
た
、
消
防
本
部
事
務
所
建
設
費

な
ど
の
借
金
返
済
金
は
二
千
八
十

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
そ
の
ほ
か
広
域
事
業
に
は
、
下

越
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
胎
内
市
）
へ

の
し
尿
処
理
委
託
料
二
千
百
八
十

万
円
な
ど
が
あ
り
ま
す
。�

�

�

予

算

の

あ

ら

ま

し�


